
授業科目名 開講
年次

開講
期間 単位数 授業

形態

助産診断・技術論Ⅰ(妊婦の助産ケア) １ 前期 ２ 講義
30時間

担当教員 下睦子

授業概要
正常な妊娠の経過について、そのメカニズムと解剖・生理を学び、胎児の成長発達・健康
状態について学ぶ。また、さらに、妊婦とその家族の心理社会的特徴についても理解を
深める。

到達目標
１．妊婦および胎児の助産診断に必要な知識と技術を習得する。
２．妊娠期の助産診断過程が展開できる。
３．妊娠期に必要な保健指導が展開できる。。

履修条件 特になし

授業計画

回 内容
１ 助産診断過程について
２ 妊娠期の助産診断の特徴と妊娠期の助産診断類型・マイナートラブル
３ 妊娠確定診断に必要な基礎知識・妊娠初期の助産診断
４ 妊娠期の助産診断に必要な基礎知識(胎児及び付属物)
５ 妊娠初期の助産診断まとめ
６ 妊娠中期の事例助産診断＜経過診断＞
７ 妊娠中期の事例助産診断＜健康生活診断＞
８ 妊娠期の健康生活診断(妊娠期の心理・母親役割過程)
９ 妊娠中期事例助産診断＜関連・予測＞
10 妊娠中期事例展開まとめ
11 妊娠末期事例助産診断＜経過診断・健康生活診断＞
12 教育計画の考え方
13 保健指導案立案について
14 保健指導の振り返り
15 ハイリスク妊婦の助産ケア

教科書 特に指定なし

参考書 毎回の授業で、テーマに沿って提示する。

評価方法･基準 ・授業に対する準備状況や授業中の発言内容等による評価(30％)
・試験・レポート課題に対する成績(70％)

事前･事後学習 事前学習：毎回の授業で提示された事前学習課題を調べ次回の授業の準備を行う。
事後学習：授業内容について復習を行い、理解を深める。

備考 特になし
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